
 

令和３年度 社会保障・人口問題基礎講座実施要領 

 

 

                         主催  一般財団法人 厚生労働統計協会 

                         後援  厚生労働省 

                             国立社会保障・人口問題研究所 

 

 

１ 趣 旨 

     この基礎講座は、地方公共団体や社会福祉団体等において社会保障・人口統計関係の業務に携

わっている職員をはじめとして、対象者を特定せずに、社会保障全般及び人口問題にわたる基礎

的な事項を、統計や制度改正等の政策動向に関する情報を活用して分かりやすく説明し、より広

い視野から問題の分析、解明に必要な知識を提供するものです。 

本講座は、厚生労働省及び国立社会保障・人口問題研究所の協力を得て、一般財団法人 厚生労

働統計協会が主催、実施します。 

 

２ 期 日   令和３年１０月１３日（水）～１０月１５日（金） 

 

３ 会 場      品川フロントビル会議室 

                  東京都港区港南２丁目３番１３号  

                    電話 03-5463-9957 

 

４ 講座内容及び講師名(＊講師及び講座内容は都合により変更する場合があります。) 

・日本の社会保障政策について      和田 幸典（厚生労働省政策統括官（総合政策

担当）付政策統括室政策企画官） 

・労働政策の主要課題と最近の動向    小山 浩一（公益財団法人国際労働財団参与） 

・将来推計人口が描くこれからの日本    金子 隆一（明治大学政治経済学部特任教授) 

・出生率と結婚の動向             津谷 典子 (慶應義塾大学教授) 

・地域共生社会をどうつくるか    宮本 太郎（中央大学法学部教授） 

コロナ禍を超えて２０４０年へ 

・都道府県、市区町村の将来人口と課題   江崎 雄治（専修大学文学部教授）     

・年金制度の現状と課題           藤本健太郎（静岡県立大学経営情報学部教授） 

・医療制度の現状と課題         浜田  淳（川崎医療福祉大学特任教授・岡山

大学名誉教授） 

 

５ 受講者定員(＊新型コロナウイルス感染症の感染拡大等の状況により、オンライン開催のみに変更しました。) 

    オンライン配信 １００名程度 

 

６ 受講料   １０，０００ 円(当協会賛助会員は半額） 


